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爆発による有限サイズ標的上のクレーター形成/破壊がどのような衝突条件に対応してい
るのかを調べるために，円柱形の石膏ターゲットを用いて爆発実験と衝突実験を行い，ター
ゲットの側面におよぶスポール破壊を調べた．実験結果を基にして，爆発条件（爆薬サイズ
と爆薬埋め込み深さ）と衝突条件（衝突速度と弾丸サイズ）の関係を，衝撃波伝播モデルを
使って求めた．ただし，この関係式だけでは爆発と衝突の対応が一意に決まらないため，別
の拘束条件が必要である．そこで，（１）弾丸半径が爆薬サイズと等しい場合，（２）弾丸半
径が爆薬埋め込み深さに等しい場合，（３）単位体積当たりの爆薬エネルギーが単位体積当
たりの弾丸運動エネルギーに等しい場合，（４）爆薬エネルギーが弾丸運動エネルギーに等
しい場合，の四つの場合を想定した．これらを評価するために，爆発実験での最大破片質量
に着目した．最大破片質量を元のターゲット質量で規格化し，ターゲット質量あたりの弾丸
運動エネルギー（いわゆる Q 値）の関数としてプロットした．ここで，弾丸運動エネルギ
ーは上で求めた関係から四つそれぞれの場合で計算した．衝突実験で得られた最大破片質
量の結果と比較すると，（２）の場合が最も適当であることがわかった．かくして，有限サ
イズ物体の破壊についての爆発と衝突を対応づける新しい方法を提案することができた． 
 
 
 


